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躍
綽
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摘
岬

行
1
－

、、で舟乞
汁・沸

住
肇
m

す
っ
か
り
雪
化
粧
し
た
北
ア
ル

プ
ス
に
抱
か
れ
る
安
曇
野
市
の
穂

高
有
明
地
区
。
「
轟
か
ら
出
る

と
す
や
に
山
に
向
か
っ
て
走
り
出

那一■山■一りいー一㌧朗窮－控的HHがー“

は
白
い
息
を
吐
き
な
が
ら
愛
用
の

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
（
M
T
B
）

を
乗
り
回
す
。
小
さ
い
自
転
車
で

父
を
追
う
の
は
長
男
の
純
君

（
3
）
。
妻
の
千
絵
さ
ん
（
刃
）
は
そ

の
様
子
を
笑
顔
で
見
つ
め
て
い

た。
札
幌
市
出
身
の
贅
さ
ん
は
、
少

年
時
代
を
「
自
転
車
で
遼
出
し
て
、

知
ら
な
い
自
然
や
景
色
に
出
会
う

の
が
面
白
か
っ
た
」
と
擦
り
返
る
。

各
地
の
駅
で
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら

柑
日
間
か
げ
自
転
車
で
北
海
道
を

ー
周
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
1
8
歳

の
時
、
林
道
や
要
道
も
走
れ
る
M

T
B
の
レ
ー
ス
大
会
で
北
海
適
量

隻
全
焼
女
性
の
遺
体

6
人
病
院
搬
送

1
日
午
後
3
望
、
山

ノ
内
町
夜
間
瀕
の
会
社
員
褒

本
舗
等
さ
ん
（
5
9
）
方
か
ら
出

火
、
木
造
2
階
住
宅
を
全
焼
し
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大
自
然
の
中
ペ
ダ
ル
こ
ぐ

■

者
と
な
り
、
白
馬
村
で
開
か
れ
た

全
盛
大
会
へ
出
場
し
た
。

初
め
て
の
膚
州
で
日
に
し
た
の

は
、
澄
ん
だ
空
気
に
噸
蹴
が
く

っ
き
り
と
映
る
雄
大
な
北
ア
ル
プ

ス
の
山
々
。
高
校
卒
業
後
、
い
っ

た
ん
は
道
内
の
企
業
に
就
臆
し
た

が
、
感
動
が
忘
れ
ら
れ
ず
単
年
で

退
職
し
、
祁
歳
の
時
、
松
本
市
に

移
住
し
た
バ

■
l
［
〕
義

早
朝
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
遠
征
費
や

生
活
費
を
稼
ぎ
な
が
ら
、
1
日
－

「
大
自
然
辱
人
で
走
り
続
け
た
い
」
と
縁

る
賢
さ
ん
差
）
（
安
曇
野
市
穂
高
有
阻
で
）

0
0
㌔
以
上
も
自
然
の
中
を
走
っ

た
。
選
手
兼
改
良
と
し
て
神
戸
市

の
企
業
と
契
約
し
、
備
州
と
関
西

を
行
き
来
す
る
時
期
も
あ
っ
た

が
、
「
自
然
の
中
に
根
ざ
し
て
毎

日
走
り
続
け
た
い
」
と
安
曇
野
市

の
空
き
家
を
購
入
し
て
工
房
を
開

き
、
2
0
0
8
年
境
か
ら
指
導
に

カ
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
M

T
B
で
自
然
を
走
る
魅
力
を
伝
え

よ
う
と
ス
ク
ー
ル
も
併
穀
し
た
。

鳥
取
県
会
酋
市
出
身
の
千
絵
さ

ん
は
、
贅
さ
ん
に
と
っ
て
最
初
の

生
徒
だ
っ
た
。
当
時
は
、
都
内
の

外
資
系
企
業
で
広
報
な
ど
を
担
当

し
、
多
に
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

息
抜
き
は
週
末
に
楽
し
む
登
山
、

ダ
イ
ビ
ン
グ
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な

ど
野
外
で
の
趣
味
だ
っ
た
。
「
自

転
車
で
お
金
を
取
る
つ
も
り
は
な

い
」
と
無
脳
指
導
を
申
し
出
た
贅

さ
ん
に
、
「
レ
ジ
ャ
ー
に
お
金
を

払
う
の
は
当
然
と
患
っ
て
い
た
の

で
驚
い
た
」
。

し
か
し
、
自
然
と
一
体
化
し
た

生
活
の
申
、
少
年
の
よ
う
に
自
転

車
に
没
頭
す
る
姿
に
ひ
か
れ
、
贅

さ
ん
と
0
8
年
に
結
婚
。
安
曇
野
市

に
移
り
住
ん
だ
。
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現
在
、
ス
ク
ー
ル
に
は
年
間
約

5
0
0
人
が
訪
れ
る
。
多
く
が
東

京
や
大
阪
な
ど
大
都
市
圏
か
ら
の

生
徒
で
、
山
の
光
景
に
笑
顔
と
驚

き
の
衷
情
が
絶
え
な
い
。
「
僕
ら

も
生
徒
も
地
域
に
恩
恵
を
受
け
て

い
る
。
そ
の
恩
返
し
が
し
た
い
」

（
贅
さ
ん
）
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
周
辺
の
飲
食
店
や
宿
泊
施
穀

の
案
内
も
掲
載
す
る
。

ヤ
マ
メ
は
き
れ
い
な
水
と
自
然

の
中
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
魚
。

贅
さ
ん
は
「
自
分
た
ち
家
族
の
姿

を
豊
ね
た
」
と
店
名
の
由
来
を
説

明
す
る
。
ス
ク
ー
ル
の
な
い
日
は

家
族
で
ゆ
っ
た
り
と
ツ
ー
リ
ン
グ

を
楽
し
む
。
こ
の
大
自
然
の
中
で

ず
っ
と
生
き
て
い
た
い
I
！
I
b
そ

ん
な
思
い
を
抱
い
て
、
3
匹
の
ヤ

マ
メ
は
今
日
も
ペ
ダ
ル
を
こ
い
で

い
る
。
　
　
（
柳
沼
亮
太
朗
）

た。
中
野
署
は
、
岩
太
さ
ん
の
褒

智
恵
子
さ
ん
（
5
8
）
と
連
絡
が
取

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
遺
体
は
智

恵
子
さ
ん
と
み
て
調
べ
て
い

る
。
長
男
や
次
女
ら
は
、
正
月

に
合
わ
せ
て
帰
省
中
だ
っ
た
と

し
て
い
た
近
く
の
蛮
久
保
田

正
さ
ん
（
8
5
）
が
、
南
ア
フ
リ
カ

国
籍
で
近
く
の
会
社
員
ギ
リ
ッ

ク
・
ア
ン
ド
レ
・
バ
ー
ナ
ン
さ

ん
（
4
9
）
運
転
の
ワ
ゴ
ン
車
に
は

ね
ら
れ
た
。
久
保
田
さ
ん
は
松

本
市
内
の
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
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5
8
歳
は
ね
ら
れ
死
亡

、
1
日
年
前
0
時
∬
分
頃
、
飯

高
市
鼎
名
古
熊
の
望
1
5
3

弱
い
媚
鏑
郡
錆

と
も
子
さ
ん
（
5
8
）
が
、
同
市
大
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◆
富
永
豊
富
ん
完
長
野
電
鉄
勤

務
）
は
月
割
日
。
琴
1
日
用
筆

分
、
桐
厳
の
悪
セ
レ
モ
ニ
幸
ル

桐

麻

安

警

久

一

敵
軍
ん
と
長
女
、
警
ん

◆
変
相
勉
さ
ん
（
公
務
員
）
相
月

節
目
。
義
－
日
嘩
哲
の
ハ

タ
ゼ
ン
ホ
ー
ル
稲
望
秦
長
池
患

者
で
ロ
ン
蔓
、
茎
き
ん
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6

日

襲

雷

鳥

の

J

A

も

く
ま
虹
の
ホ
ー
ル
刑
墨

で
ア
イ
メ
ッ
ト
敵
襲
、
敬
一
菖
ん

宴
詣
帥
紬
謂
鰐

分
、
申
野
望
由
の
J
A
虹
の
ホ
ー
ル

し
ゃ
ぽ
ん
玉
聾
沢
嘗
勇
芸

業
、
友
慧
－
ん

「
引
勘
一
◆
小
嶋
島
牽
さ
ん
へ
㌔


